
  

 

学校体育施設開放の概要【旧市域】 

 

 学校開放は以下の法令等に基づいて行っています。 

 

【関連法令】  

スポーツ基本法（平成２３年６月２４日公布） 

 (学校施設の利用) 

第十三条  学校教育法(昭和二十二年法律第二十六号)第二条第二項に規定する国立学校

及び公立学校の設置者は、＜中略＞その設置する学校の教育に支障のない限り、

当該学校のスポーツ施設を一般のスポーツのための利用に供するよう努めな

ければならない。 

２  国及び地方公共団体は、前項の利用を容易にさせるため、又はその利用上の利

便性の向上を図るため、当該学校のスポーツ施設の改修、照明施設の設置その

他の必要な施策を講ずるよう努めなければならない。 

（スポーツ基本法より抜粋） 

 

教育基本法（平成１８年１２月２２日交付） 

(社会教育) 

第十二条     ２  国及び地方公共団体は、図書館、博物館、公民館その他の社会教育施設

の設置、学校の施設の利用、学習の機会及び情報の提供その他の適当な方法に

よって社会教育の振興に努めなければならない。 

 

 学校教育法（昭和２２年３月３１日交付） 

第百三十七条 学校教育上支障のない限り、学校には、社会教育に関する施設を附置し、又

は学校の施設を社会教育その他公共のために、利用させることができる。  

 

学校体育施設開放事業には、次の事業があります。 

 

○学校体育施設開放事業（屋内運動場・屋外運動場） 

地域の生涯スポーツの振興を図るため、昭和５１年に学校体育施設開放を登録制で開始しまし

た。現在では、学校の協力のもと、市立小中学校８１校に学校体育施設開放運営委員会を設置し、

平日の夜間と学校の休業日に登録団体へ屋内運動場・屋外運動場を貸し出しています。 

各学校の運営委員会では、開放日程の調整、使用団体及び教育委員会との調整を行っており、

また､３年に一度行う使用団体の登録更新の際には､登録申請書の配布回収等でご協力いただい

ています。 

開放使用団体には別紙の使用上の注意・許可条件を厳守の上、使用するようお願いしています。 

 

 

 

参考 



【年間スケジュール（例年）】 

４月 
新年度運営委員会設立 

管理指導員選出 

１０月  

１１月  

１２月 
登録更新の周知依頼（予定） 

開放用物品の購入 

５月  
R８.１月  

６月  

７月 学校体育施設開放協議会  ２月  

８月   ３月 
学校体育施設開放実績報告書提出 

※電子化に伴い不要となる予定 

９月 
委託料支払い 

開放用物品の調査・修繕 
 ４月 令和７年度実績の集計 

※今年度は団体登録の利用更新年度です。全利用団体の登録証の有効期限が令和８年３月 31 日

までとなっているため、今年度中に更新手続きのご案内を行う予定です。 

 

○学校屋外運動場夜間開放事業 

生涯スポーツの振興を図るため、屋外運動場に夜間照明設備を設置している市立小中学校１７

校を、学校教育上支障のない範囲で市民等に夜間開放しています。 

抽選･予約･取消の管理や管理指導員の配置、開放備品の管理は、スポーツ施設課で行っていま

す。学校には開放日程の調整等でご協力いただいています。 

【学校屋外運動場夜間照明施設設置校】 

大野南中学校 大野北中学校 清新小学校 上溝南中学校 

旭中学校 向陽小学校 若草中学校 谷口中学校 

田名中学校 星が丘小学校 光が丘小学校 鵜野森中学校 

相陽中学校 大沢中学校 横山小学校 中央小学校 

大沼小学校 

 

※ 城山地区・津久井地区・相模湖地区・藤野地区での学校体育施設開放事業については、上記

内容と異なります。（組織改編に伴い、令和５年度からスポーツ推進課総務・企画班が所管す

ることとなりました。） 

 

【利用日報の電子化について】 

※ 令和７年度より、旧市域の学校体育施設開放事業の利用日誌は紙媒体から「Logo フォーム」

への利用報告に電子化しています。電子化の対応に切り替わっていない学校におかれまして

は、今年度中の電子化への移行にご協力を願います。（電子化しない場合におかれましては、

年度末の各学校の利用者報告件数等の数値算出にご協力をお願いいたします。） 

※ なお、電子化した各利用団体の報告については、学校教育ポータル画面からも報告内容確認

がとれますので、各学校におかれましても利用者のトラブルがないか等をご確認いただきま

すようお願い申し上げます。 


